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講　師

入場料

木之本スティックホール
長浜市木之本町木之本1757

もっと街を元気にしたい！県民が企画・運営に参加し、手作りでお届けするコンサートです。

14：30開演（14：00開場）
※16:30終演予定

※対象３歳以上
※車いすの方もご入場いただけます。

2019年

関連
企画

もっとお箏を楽しめる！
プレワークショップ
コンサートだけじゃない！　コンサートに先がけて、

箏の基本を学べて、 箏がひける体験をお楽しみください。

12月７日（土）13：00から（約１時間） 木之本スティックホール
2019年

箏曲目鳥のように空を翔けてみたい、 そんな空への憧れが込められた作品

「鳥のように」　沢井忠夫作曲

現代の作曲家によって箏の音色を探究した音楽

「Intermezzi II ～独奏箏のために～」　望月京作曲

二本の絃を同時に鳴らす奏法と緩急が魅力の古典曲

「乱輪舌」　伝、八橋検校作曲

2021年に考案から100周年を迎える低音の箏、 十七絃箏の調べ

「十七弦独奏による瑲々の調べ」　沢井忠夫作曲

吉澤延隆×橋本英宗　丸三ハシモト株式会社　代表取締役社長 トークショー

滋賀県立文化産業交流会館・滋賀県立大学　合同講座
令和元年度　滋賀県次世代創造発信事業「アートマネジメント人材養成講座」

江戸から令和へと人々に親しまれる和楽器「箏」の
新しい世界を現代のアーティストが奏でる

江戸から令和へと人々に親しまれる和楽器「箏」の
新しい世界を現代のアーティストが奏でる

箏の新世界
こと

in 木之本
　「アートでまちを元気に」 をテーマ

に、 地域とつながるアートイベントの

企画制作のノウハウを学ぶ 「アート

マネジメント人材養成講座」 の受講

生が、 アーティストや地域のホールと

協力してコンサートを作りました。

　和楽器糸の産地の１つ、 長浜市

木之本地区を舞台に世界的に活躍

する箏曲アーティスト吉澤延隆による

演奏で伝統と進化、 ふたつの世界を

お届けします。

ことこと

滋賀県立文化産業交流会館　TEL0749-52-5111（受付時間 8：30～17：00）

公立大学法人滋賀県立大学 地域共生センター、木之本スティックホール 文化庁文化芸術振興費補助金（劇場・音楽堂等機能強化推進事業）　独立行政法人日本芸術文化振興会 長浜市、長浜市教育委員会協力 助成 後援

主　　催
お問い合わせ

吉澤延隆

E-mail am2019@biwako-arts.or.jp（「アートマネジメント人材養成講座」専用アドレス）
〒521-0016　滋賀県米原市下多良二丁目137　https://www.s-bunsan.jp/



会　場 木之本スティックホール

長浜市
木之本地区について

丸三ハシモト
株式会社

箏曲アーティスト
吉澤 延隆 Yoshizawa Nobutaka

〒529-0425　滋賀県長浜市木之本町木之本1757

http://stikhall.com
TEL 0749-82-2411休館日／毎週月曜日

国道８号線沿い　長浜市役所北部振興局隣り
　JR北陸本線木ノ本駅から徒歩約 6分
　北陸自動車道木之本 ICから約2分
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※公演内容に関するお問い合わせは、滋賀県立文化産業交流会館まで。
　（荒天により止むを得ず中止にする場合は、文化産業交流会館よりお知らせします。）

　地蔵院の門前町として栄え、 北国街道と北国脇往還が交わる宿場町で、

旅人と木之本のお地蔵さんの参拝客で賑わいました。 木之本宿には昭和

の初めまで中央に小川が流れ、 柳の木が植えられた宿場らしい風情を残

していましたが、 今では埋め立てられ、 商家の家並みに昔の情景を残し

ています。 （長浜観光協会公式ホームページより）

　また、 滋賀県下でも雨や雪が多く、 蚕が食べる桑が良く育つ環境にあり、

昔は養蚕 ・ 糸取り業が盛んで、 現在も和楽器糸に使われる生糸の生産地

として知られています。

　明治41年に創業した丸三ハシモト株式会社は、三味線や箏な

どの絃を製造するメーカーとして、伝統の技を守りながら、美しい

音色のための製品作りに取り組んでいます。

平成25年度伝統的工芸品産業大賞　作り手部門　準グランプリ

受賞「楽器糸（滋賀県知事指定伝統的工芸品）」

平成30年度文化庁無形文化財選定保存技術保持者　認定

栃木県宇都宮市生まれ。

７ 歳より、 和久文子のもとで箏を始める。 

平成18 年度文化庁新進芸術家国内研修制度研修員として、

箏、 十七絃箏を菊地悌子、 沢井一恵、 福永千恵子、 地

歌三絃を芦垣美穂、 アナリーゼを作曲家・ 嶋津武仁のもと

で学ぶ。

東海大学大学院芸術学研究科音響芸術専攻修了。

第15 回賢順記念全国箏曲コンクールにおいて第1位・ 賢順

賞を受賞。 

宇都宮市より｢うつのみや市民賞｣を受賞。

活躍が期待される芸術家に贈られる第１０回「宇都宮エス

ペール賞」 を宇都宮市より受賞。

栃木県「とちぎ未来大使」 に就任。

公式ウェブサイト　http://www.nobutaka-yoshizawa.com

公式 Twitter　@NobutakaYoszawa
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現在、 東海大学教養学部芸術学科非常勤講師。

東京文化会館ワークショップ･リーダー。


